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人 口 調 べ
( 昭 和50年8 月1 日現在)

世 帯　198, 636
男　310, 102

女　301, 985
計　612, 087

( 前月より35人 滅)

―
<
十
月
一
日
か
ら
>
―

大
幅
に
か
わ
る
印
鑑
登
録
制
度

証
明
の
申
請
は
「
印
鑑
登
録
証
」で

卜
月
一
口
か
ら
足
立
区
を
は
じ
め
東
京
都
内
の
、
印
鑑
登
録
と
証
明
の
制
度
が
大
幅
に
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
制
度
で
は

、
「
印
艦
登
鍄
証
に
を
お
持
ち
に
な
れ
ば
、
証
明
書
を
受
取
る
こ
と
が
で
き
、
証
明
方

法
は
間
接
方
式
(
印
彫
ふ・・
複
写
)
で
発
行
し
ま
す
。

改
正
の
ね
ら
い

こ
の
制
度
の
改
正
は

函

鑑
証
明
は

手
続
が
め
ん
ど
う
だ
し

、
時
間
も
か
か

る
-
-
「実
印
を
他
人
に
預
け
て
大
変
な

迷
惑
を
こ
う
ひ
こ
こ

…
…
と
い
っ
た

声
に
一
Jこ
た
え
し
た
も
の
で
す
。

新
し
い
制
度
は
つ
き
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

ま
ず
、
印
鑑
登
録
を
し
た
方
に
、
印

糲
登
録
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

一

証
明
書
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
は
、

こ
の
印
鑑
登
録
証
を
出
張
所
窓
口
に
お

持
ち
に
な
り
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
実

印
や
委
任
状
は
い
り
ま
せ
ん
。

証
明
書
は

、
登
録
し
て
あ
る
印
影
を

複
写
し
て
発
行
し
ま
す

。

以
上
の
よ
う
に
、
今
度
の
改
正
は
、

印
鑑
証
明
の
手
続
き
夲
。簡
単
に
し
て
、

み
な
さ
ん
の
便
利
な
よ
う
に
し
、
あ
わ

せ
て
印
鑑
の
事
故
を
防
止
し
て
、
み
な

さ
ん
が
安
心
し
て
印
鑑
証
明
を
ご
利
用

に
な
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

現
在
、
印
鑑
登
録
し
て
い
る
方
は

現
在
印
鑑
登
録
し
て
い
る
方
で

、
今

後
も
引
続
き
登
録
を
必
要
と

す
る
方

は
、
登
録
替
え
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

そ
の
と
き
は
、
ご
本
人
の
登
録
意
思

を
よ
く
確
認
し
た
う
え
で
印
鑑
登
録
酊

を
お
渡
し
し
ま
す
。
手
続
き
の
し
か
た

は
、
つ
き
の
と
お
り
で
す
。

①
現
在
登
録
し
て
い
る
方
に
は
、
九
月

中
旬
ご
ろ
区
役
所
か
ら
照
会
一

や・郵
送

し
ま
す
。
照
会
一

を
受
取
っ
た
ら
ま
ず

内
容
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

照
会
書
の
下
に
は
回
答
S
が
つ
い
て

い
ま
す
か
ら
ど
れ
に
ご
自
分
で
住
所
、

氏
名
`
肥
入
し
、実
印
を
押
し
て
く
だ

さ
い
。

②
手
続
き
は
出
張
所
の
窓
口
で
行
な
い

ま
す
。
本
人
自
身
が
手
続
き
を
す
る
と

き
は

、
実
印
と
回
答
I
を
お
持
ち
く
だ

さ
い

。
も
し
代
理
の
方
が
手
続
き
を
す
る
と

き
は
、本
人
の
実
『

代
理
人
の
印
鑑
、

回
答
S

、
代
理
権
授
与
通
知
書
(
回
答

一
の
裏
面
)
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
回
答
柊
と
代
理
権
授
与
通
知

一
は
、
か
な
ら
ず
本
人
が
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
本
人
の
実
印
は
現
在
登
録
し

て
い
る
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

③
手
続
き
の
期
間
は
、
昭
和
五
十
年
十

月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
一
年
九
月
三
十

日
ま
で
の
一
年
間
で
す
。

た
だ
し
、
み
な
さ
ん
か
一
度
に
お
い

で
に
な
る
と
、
出
張
所
の
窓
口
が
混
雑

し
て

、
か
え
っ
て
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
の
で

、
で
き
る
だ
け
照
会
魯
に
同

封
し
た
チ
ラ
シ
に
一
い
て
あ
る

、
指
定

さ
れ
た
期
間
に
お
い
で
く
だ
さ

る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

な
お
、
こ
の
一
年
の
期
間
内
に
手
続

き
を
さ
れ
な
い
場
合
は
、
登
録
は
自
動

的
に
消
滅
し
ま
す
。

④
登
録
替
え
の
手
続
き
が
済
ん
で
い
な

い
間
に
、
印
鑑
証
明
魯
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
は
ミ
ャ
月
一
日
か
ら
の
一
年
間

に
限
っ
て
、
従
来
ど
お
り
の
証
明
書
を

発
行
し
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
実
印
を
お
持
ち
に
な

り
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

新
規
に
登
録
す
る
方
に
つ
い
て
は

新
し
く
足
立
区
で
印
鑑
登
録
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
既
に
印
鑑
登
録
し
て
い

る
万
と
は
、
申
請
手
続
き
が
ら
が
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

。

新
規
登
録
の
申
謂
方
法
な
ど
は
、
次

号
(
九
月
二
十
日
発
行
)
で
く
わ
し
く

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

印
鑑
登
録
お
よ
ぴ
証
明
に
つ
い
て
、

お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
場
合
は
、
も
よ

り
の
出
張
所
か
区
役
所
住
民
記
鍄
係
へ

お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

外
国
人
の
方
は

外
国
人
で
現
在
印
鑑
登
録
し
て
い
る

方
も
、
制
度
か
変
わ
り
ま
す
の
で
、
登

録
替
え
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
場
所

区
役
所
一
階
外
国
人
登
録
係

③
来
る
人

ご
本
人
(
代
理
申
請
は
手

続
が
め
ん
ど
う
で
す
か
ら
、
係
ま
で
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
)

③
持
参
す
る
も
の

実
印
、
外
国
人
登

録
証
明
書

④
期
間

昭
和
五
十
年
十
月
一
日
か
ら

一
年
間
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
お
早
め

に
お
い
で
く
だ
さ
い

。

⑤
外
国
人
登
録
原
票
に
、
通
称
名
を
登

録
し
て
あ
る
方
は

、
通
称
名
の
印
鑑
で

も
登
録
で
き
ま
す
。

登
録
替
え
な
ど
の
手
続
に
つ
い
て
。

く
わ
し
く
は

、
区
役
所
外
国
人
登
録
係

へ
匐
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

□
手
数
料
の
改
定

印
鑑
証
明
の
手
数
料
が
、
十
月
一
日

か
ら
一
通
七
十
円
(

従
来
は
一
通
四
十

円
)
に
改
定
に
な
り
ま
す
。

登 録 者 の 手 も と に わ たる 「 印 鑑 登 録 証 」

体
育
の
秋

-
初
の
区
民
大
運
動
会
-

初
め
て
の
区
民
大
運
動
会
、
秋
空
の

も
と
で
飛
ん
だ
り
走
っ
た
り
。
お
年
寄

り
の
方
も
子
ど
も
た
ち
も
、
家
族
そ
ろ

っ
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
十
月
十
日
(
体
育
の
日
)
午

前
十
時
?
午
後
三
時
、雨
天
の
場
合

は
十
月
十
二
日
(
日
)
へ
順
延

■
場
所
区
営
千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド

■
競
技
着
目
な
ど
に
つ
い
て
は
、
前
号

で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す

。

■
申
込
方
法
と
期
日

九
月
十
日
(
水
)
ま
で
に
、
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
次
に

よ
り
申
込
み
く
だ
さ
い
。(
用
紙
は

出
張
所

、
体
育
課
に
あ
り
ま
す
)

剛
団
体
種
目
出
場
者
は
、
所
属
団
体

を
通
じ
て
出
張
所
へ

鬯

般
種
目
は
出
張
所
ま
た
は
教
育

委
員
会
体
育
課
へ

※
な
お
、
定
員
を
こ
え
た
場
合
は
抽
せ

ん
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
参
加
申
込
み
な
と
の
く
わ
し

い
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
体
育
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第28回区民体育大会秋季大会
( あなたの体力をためす絶好の機会、ふるってご参加を! )

お年寄りの方へ
施設見学会のご案 内

区

内

お

年

寄

り

の

か
た

が
た

を

対

象

に

施

設

見

学

会

を

閭
一
催

し

ま

す

。
ふ

る

っ

て

ご
参

加

く

だ

さ

い

。

な

お

、
参

加

人

員

に

制

限

が

あ

り

ま

す

の

で

、
お

早

目

に

お

申

込

み

く

だ

さ

い

。

▽

日

時

十

月

石
　
(

水
)

・

二
日
(

木
)

午

前

九

時

二

十

分

ま

で

に

区

役

所

前

集

合

(
午

後

四

時

ご
ろ

解

敵
予
定
で
す
)

▽
見
学
コ
ー
ス

区
役
所
↓
蔗
長
寺

↓
斬
田
老
人
館
↓
西
部
区
民
福
祉

セ
ン
タ
ー
↓
合
人
氷
川
神
社
↓
国

土
安
穏
寺
↓
西
新
井
大
師
(
解
散
)

▽
参
加
費

無
料

▽
定
員

一
日
二
十
名
(
合
計
四
十

名
)

7
S
加
資
格

区
内
在
住
の
六
十
歳

以
上
の
方

▽
申
込
み
先

区
役
所
広
報
課
広
聴

担
当
(
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
)

▽
申
込
み
期
間

九
月
五
日
(
金
T

十
日
(
水
)
ま
で

。
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
せ
ん
と
な
り
ま
す
。

▽
昼
食
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。

写
真
・
見
学
会
に
参
加
の
お
年
寄
U

お
二
人
の
門
出
に

結
婚
記
念
樹
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

区
で
は
、
結
婚
の
記
念
樹
と
し
て
苗

木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
今
年

一
月
以
後
に
結
婚
さ
れ
、
現
在
区
内
に

お
住
ま
い
の
方
で
、
ま
だ
手
続
き
さ
れ

て
い
な
い
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
方
法

○
自
宅
に
植
え
る
方

(
ガ
キ
に
「
結
婚
記
念
樹
希
望
」
と

一
き

、
住
所

、
氏
名
、
婚
姻
年
月
日
、

お
好
き
な
苗
木
一
本
を
記
入
し
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。

○
植
え
る
場
所
の
な
い
方

区
の
公
園
な
ど
に
植
え
ま
す
。
「
記

念
樹
コ
ー
ナ
ー
希
望
」
と
一

き
、
住

所
、
氏
名
、
婚
姻
年
月
日
を
記
入
し
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合

、
苗
木

は
区
で
選
び
ま
す
。
あ
し
が
ら
す
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◇
苗
木
の
I
類
と
大
き
さ

イ
チ
ー
ウ
・
・
・
二
M
(
重
桜
・
・
二
M

柿
の
木
・
・
・
二
メ
ー
ト
ル
　
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
・
こ
メ
ー
ト
ル

紅
梅
・・・
九
〇
り

◇
締
切
日

九
月
二
十
日
ま
で
に
必
着

の
こ
と

◇
あ
て
先

足
立
区
役
所
環
境
課
緑
化

係
(
〒
1
2
0足
立
区
千
住
一
-
五
〇
)

たばこ は区内 で買い ましょう

昨 年 度は
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たば こ消 費 税

か 区 に は い り

まし た

本 年 度 は1 本 に 付 加 經 が区 に は い り 重 す

9月のセンター・児童館・老人館だより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
六
〇
五
一
七
一
〇
一

■
お
や
こ
陶
芸
教
竄
丿
十
三
日
(
土
)
午
後
二
時

■
老
人
無
料
指

圧
マ
ッ
サ
ー
ジ
ー
十
四
日
(
日
)
午
前
九
時
三
十
分
・・・
定
員
四
卜
八
名

■
敬
老
の
日
の
集
い
I
ト
四
日
(
日
)

午
後
一
時
三
十
分

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
(
九
一
四
六
六
一

■
老
人
の
と
自
慢
苜

哭

僉
-
十
三
日
(

士
)
午
後
一
時

■
老
人

健
康
相
談
-
十
七
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分

■
老
人
無
料
指
圧

マ
ッ
サ
ー
ジ
ー
ニ
十
六
日
(
金
)
午
前
九
時

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
九
七
-
五
〇
二
(

■
老
人
無
料
指
圧
マ
ッ
サ
ー
ジ
ー
十
二
日
(

金
)
午
前
九
時
三
十
分

■
児
ま
映
画
会
-
十
三
日
・
二
十
日
(

土
)
午
後
三
時

■
老
人
将

棋
大
会
-
十
四
日
(
日
)
午
前
十
時
三
十
分
・・・
定
員
五
十
名

■
お

年
寄
リ
と
子
ど
も
の
交
歓
金
-
十
五
日
(
月
)
午
後
二
時

■
老
人

健
康
相
談
-
十
七
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分

□
千
住
区
民
褞
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
(
一
丁
二
七
六
五

■
老
人
踊
り
教
室
一

十
日
・
十
七
日
(

水
)
午
前
十
時
三
十
分

■

老
人
無
料
指
圧
マ
ッ
サ
ー
ジ
ー
十
三
日
(

土
)
午
前
九
時
三
十
分

■
老
人
映
圃
会
-
十
五
日
(
月
)
午
前
十
時
三
十
分

■
老
人
健
康

相
談
-
十
七
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分

□
西
伊
興
児
童
館
　
(
九
七
一
六
九
四
(

■
ギ
タ
ー
教
室
会
員
募
集
-
五
日
(
金
)
?
十
三
日
(
土
)
ま
で
申

込
受
付
中

■
児
X
映
爾
会
一

七
日
(
日
)
午
後
三
時
三
十
分

■

卓
球
教
室
一

十
三
日
(
土
)
午
後
二
時

■
バ
レ
エ
創
作
発
表
会
-

十
四
日
(
日
)
午
後
二
時

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
九
-
-
ニ
ー
三
四
ニ
ー

■
親
子
読
書
会
1
七
日
(
日
)
午
後
二
時
■
老
人
教
室
会
員
募
集

-
華
道
二
十
名
、
茶
道
十
名
、
三
味
線
十
五
名
・
=
申
込
み
は
い
ず
れ

も
十
日
(
水
)
か
ら
圃
敵
老
週
間―
十
四
日
(
日
)
?
二
十
日
　

(
土
)
=
・
盆
栽
ク
ラ
ブ
、
映
画
会
等

□
千
住
あ
ず
ま
児
童
館
・
老
人
館
　
(
八
二
-
二
λ

■
老
人
演
芸
大
会
-
十
三
日
(
土
)
午
前
十
時
'・・
定
S
四
十
名
、
申

込
み
は
六
日
(
土
)
か
ら

■
老
人
将
棋
大
会
一
十
七
日
(
水
)
午

前
十
時
・・・
定
員
三
十
名
、
申
込
み
は
五
日
(
金
)

か
ら

□
本
木
東
児
童
館
　
(
四
九
上
二
O
O
五

■
体
換
教
憲
一
十
二
目
(
金
)
午
後
三
時
三
十
分
・・・
定
員
二
十
名
、

対
象
-
小
学
校
五
、
六
年
生
、
中
学
生

申
込
み
は
九
日
(
火
)
ま

で

■
お
り
が
み
教
室
―
十
四
日
(
日
)
午
後
二
時
…
定
員
三
十
名

□
教
育
セ
ン
タ
ー
　
(
五
〇
-
(
(
〇
一

■
映
画
会
-
上
一
百
(
土
)
午
後
六
時
・
・
・
「旅
の
重
さ
」■
手
芸

・
折
り
紙
教
塞
-
九
月
十
日
～
十
一
月
十
九
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日

午
後
二
時
三
十
分
・・・
定
員
三
十
名

、
教
材
費
約
三
千
円
、
申
込
み
は

九
月
六
日
(
土
)

か
ら

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
(
五
〇
上
一
六
一
七

■
老
人
芸
能
人
大
会
-
十
一
'日
(
木
)
午
後
一
時

■
子
ど
も
映
圃

会
-
十
三
日
(
土
)
午
後
二
時

■
子
ど
も
蓄

蔵

宣
一

十
四

日
(

日
)
午
*
!

時

■
敬
老
の
日
映
瞋
会
-
十
五
日
(
月
)
午
前
十
一

時

■
料
理
、
麓
付
、
体
操
、
囲
一

、
手
芸
、
踊
り
教
耋
1
申
込
み

受
付
中
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

<
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、
直
接
各
施
設
の
事
務
室
へ
>
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昭 和50 年9 月5 日 区 の お 知 ら せ 第363 号 ( 2)

敬
老
の
日
に
よ
せ
て

豊
か
な
老
後
へ
の
施
策
案
内

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日

、
そ
し
て
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
は

老
人
福
祉
週
間
で
す
。
区
で
は
こ
の
日
を
中
心
に

、
長
寿
を
祝
い

、
敬

老
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め

、
各
種
の
事
業
や
行
事
を
行
な
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
区
民
の
み
な
さ
ん
に
「
老
人
問
題

」
へ
の
関
心
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
お
年
寄
り
の
た
め
の
施
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

年
々
平
均
寿
命
が
の
ぴ
、
口
本
も
長

舜
国
の
仲
間
入
り
を
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
反
面

、
老
人
の
福
祉
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

核
家
族
の
進
行
、
扶

養
意

識
の
変

化
、
老
齢
人
口
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

そ
の
対
策
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

「
老
い
る
」
と
い
う
の
は
、
だ
れ
に

も
例
外
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
憲

味
で
、
若
い
人
も
含
め
区
民
の
み
な
さ

ん
に
「
老
人
問
一

」
へ
の
関
心
と
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
な
こ

と
で
す

。
で
は

現
在

行
な
っ
て
い
る

「
お
年
寄
り
対
策
事
業
」
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

保

健

医

療

対

策

六
十
五
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

、
老

人
健
康
診
査
・
老
人
医
康
一
の
助
成
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
部
、
西

都

、
千
住
の
各
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
一
回
づ
つ
老
人
無
料
健
康
相
談
日

を
般
け
て
い
ま
す
。

所

得

対

策

七
十
織
以
上
で
所
得
制
限
以
下
の
方

に
老
齢
福
祉
年
金
(
月
額
七
千
五
百
円
)

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
一
定

の
要
件
を
備
え
た
方
に
老
齢
特
別
給
付

金
(
月
額
五
千
五
百
円
)

が
支
給
さ
れ

ま
す
。

在

宅

福

祉

対

策

□
ね
た
き
り
の
方
に

ね
た
き
り
の
状
態
が
六
か
月
以
上
続

い
て
い
る
六
十
五
歳
以
上
の
方
に
、
老

人
福
祉
手
当
(
月
額
七
千
五
百
円
)
と

年
一
回
見
舞
品
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ね
た
き
り
の
不
便
さ
を
少
し

で
も
軽
減
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ス
プ

リ
ン
グ
マ
ッ
ト
レ
ス
や
ギ
ヤ
'
チ
ベ
ッ

ト
の
支
給
や
賃
与
、
巡
回
入
浴
、
連
絡

用
ブ
ザ
ー
の
取
付
け

、
老
人
家
庭
奉
仕

貝
の
派
遣
、
家
事
援
助
者
の
嘔
用
費
助

成
な
ど
の
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す

。

□
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
へ

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
の
孤
独
感
解
消

と
安
否
の
確
昭
の
た
め
、
老
人
福
祉
一

話
の
貸
与
と
友
愛
訪
問
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
非
常
の
際
に
備
え
て
、

非
常
ベ
ル
の
取
付
け
も
し
て
い
ま
す

。

□
生
き
が
い
対
策

七
十
五
歳
以
上
の
方
に
敬
老
金
(
五

千
円
)
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
七
十

鑽
?
七
十
四
歳
の
方
に
お
こ
す
か
い
　

(
三
千
円
)

が
贈
ら
れ
ま
す
。

七
十
歳
以
上
の
方
へ
は
、
無
料
入
浴

券
や
都
営
交
通
の
無
料
乗
車
券
が
、
六

十
五
歳
以
上
の
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
方
に
は
理
髪
券
が
贈
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
の
方
へ
は
、
喜
寿
・
米

寿
・
白
野
な
ど
長

寿
の

お
祝
い
と
し

て

、
配
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
お
年
寄
り
に
一
日
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
敬
老
遊
覧
や
、
区
内

の
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
助
・
運
営
の
助
成

(
月
額
一
万
二
千
円
)

、
一
般
就
労
の

困
難
な
方
に
簡
単
な
仕
事
を
お
世
話
す

る
授
産
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

施
設
福
祉
対
策

六
十
五
歳
以
上
で
、
身
体
上
・
精
神

上
な
ど
の
理
由
の
た
め
、
自
宅
で
養
護

や
介
護
を
受
け
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に

養
鍵
老
人
ホ
ー
ム
や
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
が
あ
り
、
入
所
申
謂
や
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

老
人
福
祉
週
間
(
9
/
1
5
～
2
1
)

行

事

案

内

□
有
科
都
立
公
園
の
無
料
公
開

褊
祉
週
間
中
。
六
十
歳
以
上
の
方
と

付
添
い
の
方
は
、
次
の
公
園
に
無
料
で

入
園
で
き
ま
す

。
な
お
ご
(
十
五
歳
以

上
の
方
は
い
つ
で
も
無
料
で
す
。

▽
多
摩
助
物
園

▽
上
野
助
物
園
・

水
族
館

▽
井
之
頭
自
然
文
化
園

▽
武
蔵
野
郷
土
館
(
小
金
井
公
園
内
)

□
映
画
館
入
場
料
の
割
引

福
祉
週
間
中
、
六
十
五
歳
以
上
の
方

は

、
都
内
の
映
画
館
に
老
人
剖
引
(
子

供
料
金
ま
た
は
五
割
引
)
で
入
場
で
き

ま
す
。
年
齢
を
確
認
で
き
る
敬
老
バ
ッ

チ

、
老
人
医
療
証
、
健
康
保
険
証
な
ど

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
次
の
と
こ
ろ
へ

。

○
健
康
診
査
の
こ
と
は
…
保
健
係

○
医
療
費
の
助
成
の
こ
と
は
…
医
療
係

○
健
康
相
談
の
こ
と
は
・・・
各
福
祉
セ
ン

タ
ー

○
年
金
の
こ
と
は
'・・
年
金
課
給
付
係

○
老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
家
庭
奉
仕
員
の

こ
と
は
・
:
各
福
祉
事
務
所

○
そ
の
ほ
か
は
援
護
課
へ

み
ん
な
の

豆
知

識

国
勢
調
査

に
つ
い
て
( 2)

(間
)

各
家
庭
で
記
入
す
る
調
査
票

は
い
つ
頃
配
布
さ
れ
ま
す
か
。

(
答
)
調
査
日
の
}
週
間
前
に
、各

家
庭
に
「調
査
禀
」の
用
紙
を
配
布

し
、
記
入
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て

、
十
月
一
日
か
ら

五
日
頃
ま
で
に
、
調
査
輿
が
回
収
に

伺
い
ま
す
。

(
間
)
調
査
票
は
、
万
年
筆
や
ボ
ー
ル

ペ
ン
で
記
入
し
て
も
良
い
で
す
か
。

(
答
)
必
ず
「
黒
鉛
筆
」
で
記
入
し

て
く
だ
一

い
。
な
勿
、
調
査
網
は
I

枚
四
人
し
か
S
け
ま
せ
ん
ご
て
れ
以

上
の
場
合
は
追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

(
間
)
記
入
方
法
が
わ
か
ら
な
い
と

き
は
、
ど
こ
へ
連
絡
し
た
ら
良
い
の

で
し
ょ
う
か
。

(
答
)
調
査
区
域
を
担
当
し
て
い
る

調
査
員
ま
た
は
出
張
所
か
区
役
所
統

計
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(間
)

ど
の
よ
う
な
項
目
牙
鯛
べ
る

の
で
す
か
。

(
答
)
住
居
の
種
類
・
居
住
室
数
・

男
女
の
別
・
勤
務
地
・
仕
事
の
種
類

な
ど
十
四
項
目
に
わ
た
っ
て
銅
査
し

ま
す

。

(
間
)
高
齢
世
帯
や
体
の
不
自
由
な

た
め
、
自
分
で
配
入
で
き
な
い
場
合

は
ど
う
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
。(

答
)
原
則
と
し
て
は
世
帯
主
(
員
)

が
記
入
す
る
「
自
計
申
告
制
」
を
と

っ
て
い
ま
す
が
、
調
査
具
に
代
筆
し

て
も
ら
っ
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。

※
一

男
調
査
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
は
、
区
役
所
統
計
係
へ
ど
う
ぞ
。
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二
学
期
の
生
活

気
分
新
た
に
学
習
・
運
動

い
よ
い
よ
二
学
期
。
秋
は
四
季
の
中

で
最
も
さ
わ
や
か
な
季
節
で
す
。
連
助

に
学
習
に
、
い
冫
・
う
力
を
入
れ
て
生

陋
し
ま
し
ょ
う
。

●
一

休
み
の
気
分
を
早
く
抜
こ
う

二
学
期
初
め
は
、
長
か
っ
た
夏
休
み

の
生
活
の
リ
ズ
ム
か
ら
な
か
な
か
抜
け

き
れ
ず
、体
も
疲
れ
が
ち
に
な
り
ま
す

。

特
に
幼
児
や
低
学
年
の
児
童
は
、
そ
の

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
よ
う
す

に
気
を
つ
け
、
家
で
は
適
度
に
休
養
さ

せ
、
夜
は
早
寝
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
学
校
行
事
で
実
力
発
揮

運
助
会
、
文
化
祭
、
遠
足
な
ど
二
掌

期
は
学
校
行
搴
が
に
き
や
か
に
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
行
事
を
と

お
し
て

、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
持
っ

て
い
る
力
を
発
揮
し

、
友
だ
ち
と
お
し

の
心
の
結
び
つ
き
を
一
層
深
め
ま
す
。

そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
ぷ
り

に
、
親
も
関
心
を
も
ち

、
夕
食
の
ひ
と

と
き
な
と
に
、
ほ
め
た
り
は
げ
ま
し
た

り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
親
子
の
会
話
が

自
然
に
交
わ
さ
れ
、
断
絶
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
灯
火
親
し
む
頃

秋
の
夜
長
は
読
一
に
絶
好
の
季
節
で

す
。
決
め
ら
れ
た
時
間
に
読
番
す
る
習

慣
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
時
間
は
、
親
も
読
S
す
る
よ
う

な
雰
囲
気
が
作
ら
れ
れ
ば
、
子
ど
も
は

無
言
の
う
ち
に
、
親
に
教
え
ら
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

●
受
験
生
に
は
曄
か
い
心
く
ば
り
を
　

受
験
戦
争
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
厳
し
い

世
相
が
、
受
験
生
に
は
重
く
の
し
か
か

っ
て
い
ま
す
。
尻
を
た
た
く
だ
け
で
な

く
、
受
験
生
の
気
持
を
理
解
し
、
畷
か

い
は
げ
ま
し
が
必
要
で
す
。

国
民
年
金

保
険
料
未
納
の
方
へ

古
い
未
納
保
険
料
が
今
な
ら
、
さ
か

の
ぽ
っ
て
納
め
ら
れ
ま
す
。

保
険
料
は
、
二
年
を
す
ぎ
る
と
時
効

と
な
り
、
あ
と
か
ら
で
は
納
め
ら
れ
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、特
例
で
、

二
年
を
す
ぎ
た
古
い
保
険
料
も
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
の
保
険

料
は
、
一
か
月
九
百
円
で
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。(
強
制
加
入
者
の
み
)

○
特
別
取
扱
期
間

昭
和
五
十
年
十

二
月
末
日
ま
で

。

納
め
る
用
紙
(
国
庫
納
付
書
)
は
お

近
く
の
郵
便
局
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
未
納
期

間
お
よ
ぴ
保
険
料
額
に
つ
い
て
、
お
わ

か
り
に
な
ら
な
い
方
は
、
区
役
所
国
民

年
金
課
へ
お
問
い
舍
わ
せ
く
だ
さ
い
。

部
落
問
題
の

理
解
の
た
め
に
(
5
6
)

矢
田
教
育
差
別
事
件
③

組
合
選
挙
の
あ
い
さ
つ
状
が
差
別

文
寄
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
都
落
解

放
同
盟
矢
田
支
部
は
、
さ
っ
そ
く
糾

弾
斗
争
を
行
な
い
、
当
事
者
達
は
こ

れ
が
差
別
文
S
で
あ
る
こ
と
を
認
め

た

。そ
し
て
次
回
の
糾
弾
会
に
は
自
己

批
判
一

を
提
出
す
る
こ
と
が
約
束
さ

れ
、
そ
の
下
一
ま
で
で
き
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
等
は
突
然
糾
弾

会
へ
の
出
席
を
拒
否
し
て
き
た
。
一

転
し
て
「
こ
の
文
一
は
差
別
文
一

で

な
い
」
と
居
直
っ
た
の
で
あ
る
。

部
落
解
放
同
盟
で
は
彼
等
の
所
属

す
る
組
合
を
通
じ
て
ね
ぱ
り
強
い
説

得
醺
勳
を
続
け
た
が
、
彼
等
は
ガ
ン

と
し
て
そ
れ
に
応
ぜ
ず
、
つ
い
に
直

接
学
校
ま
で
で
か
け
て
会
場
に
同
行

し

、糾
弾
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

糾
弾
は
当
事
者
の
他
、
彼
等
の
所

属
す
る
組
合
役
員
や
行
政
関
係
者
も

出
席
の
下
に
行
な
わ
れ
た
が
、
彼
等

は
終
始
黙
否
し
続
け
气

そ
れ
の
み
か
彼
等
は
「
逮
捕
監
禁

・
強
要
未
遂
卵
」
で
。
私
達
同
盟
の

幹
部
を
不
当
に
も
告
訴
す
る
に
い
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

裁
判
で
は
彼
等
の
告
訴
が
事
実
無

根
で
あ
り
作
為
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
、
あ
い
さ
つ
状
が
差
別
文

一

で
あ
り
、
糾
弾
は
正
当
で
あ
る
と

し
て
、
無
罪
が
い
い
わ
た
さ
れ
た
。

(
部
落
解
放
同
盟
足
立
支
都

(
五
〇
一

七
七
六
九
)

大
東
京
祭

カ
ッ
パ
の
バ
ッ
ジ

大
東
京
象
二
十
周
年
配
念
バ
y
ジ
セ

ッ
ト
(
二
十
佩
入
り
千
五
百
円
)
の
予

約
を
九
月
十
日
(
水
)
ま
で
受
付
け
ま

す
。
代
金
ご
持
参
の
う
え
区
役
所
五
階

広
報
課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
単
品

・
五
色
セ
・
卜
も
あ
り
ま
す
。

保育料が
減免されます

足立 区内 にお 住い で、露 可さ れて いる 私立 幼稚
圃なら ぴに 公立 幼稚 園に 、6 月1 日現在 通擱 させ
ている 、4 歳児( 昭和145^4 月2 日一昭 和46年4
月) 日生) 、5 蔵児( 昭和44年4 月2 日一昭 和45
年4 月I H 生) のご 家庭が 対 象です 。

■ 手 続 き
申 込用 紙は 幼稚 圃にあ り ます。 必! y!事項 を記 入

の うえ 、区民 秕の 課税 竃明 書等 を添 えて 、各幼 碓
圜 長に提 出し て ください 。
閠い 合 わせは 、教育 委 貝会 学事 係へど う ぞ。

危 険 で す
建 築 物 の 落 下 物

台
風
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
建
築
物
の
外
装

材
の
は
が
れ
や
広
告

塔
の
破
損
に
よ
る
落

下
物
で
、
通
行
人
や

近
所
の
人
に
被
害
を

与
え
る
事
故
が
ふ
え

て
い
ま
す

。

こ
の
よ
う
な
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
ご
自
分
で
お
住

ま
い
に
な
っ
て
い
る

建
物
の
屋
外
に
面
す

る
都
分
の
安
全
確
認

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
広
告
主
、

政
一

者
は

、
広
告
塔
な
ど
の
安
全
点
検

を
必
ず
爽
施
し
て
く
だ
さ
い
。

点
検
は
次
の
要
領
で
行
な
い
、
異
常

尚

あ
っ
た
と
き
は
す
ぐ
修
理
を
、ま
た
、

す
ぐ
修
理
か
で
き
な
い
よ
う
な
と
き
に

は
、
仮
囲
い
・
立
札
な
ど
に
よ
る
危
険

防
虍
措
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
点
検
・
調
査
す
る
部
分

▽
差
物
の
外
壁
・
軒
う
ら
・
ひ
さ
し

う
ら
の
外
装
材

▽
広
告
塔
・
吊
り
一
板
な
ど
の
取
付

方
法
・
ゆ
る
み
・
腐
食
な
ど

■
簡
単
な
点
検
方
法

外
装
材
で
は
、
ひ
ぴ
割
れ
・
ふ
く

ら
み
・
浮
上
り
な
ど
、特
に
軒
う
ら
、

ひ
さ
し
う
ら
に
こ
の
よ
う
な
現
象
が

あ
る
と

、落
下
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
の
ご
相

談
は
、区
役
所
建
築
指
導
課
構
造
係
へ

。

ふ

る

っ

て
ご

参

加

を

栄

養

教

室

日
時
・
鳩
所

①
九
月
十
七
・
二
十
二
・
二
十
五
・

三
十
日
午
後
二
時
?
四
時

千
住
保
健
所

⑤
十
月
六
日
～
二
十
七
日
の
毎
火
曜

日

午
後
一
時
三
十
分
I

二
時
三

十
分

東
和
保
健
相
談
所

内
容
I

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
プ

ラ
ン
と
実
習
、
凪
人
病
を
予
防
す
る

食
生
芍

献
立
の
た
て
方

費
用
・・・
無
料

申
込
み
・
・
・
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
一

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、受
講
希
皇

場
所
へ
(
先
一
`
順
二
十
五
名
)

y
千
住
保
健
所
(
〒
匸
一
〇
千
住

仲
町
七
六
)

▽
東
和
保
健
相
談
所
(
〒
匸
一
C

東
和
四
丁
目
一
〇
-
三
)

(
障
)
心
身
障
害
者
医
療
費

受
給
者
証
が
切
替
わ
り
ま
す

昨
年
七
旦

日
か
ら
有
効
の
⑧

心

身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
は
、
今
年

の
(
月
三
恚

日
で
有
効
期
間
が
切
れ

ま
す

。
新
し
い
受
給
者
証
は
、
対
象
の

方
に
(
月
末
日
ま
で
に
届
く
よ
う
に
郵

便
で
お
送
り
し
ま
し
た

。

こ
の
新
し
い
受
給
者
証
の
有
効
期
間

は
、
九
月
一
日
か
ら
來
甲
(
月
三
十
一

日
ま
で
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
方
は
受
給
者
証
の
交

付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
制
限
額
以
上
の
収
入
の
あ
る
方

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

▽
児
室
収
容
施
設
・
精
神
薄
弱
者
援

喫
施
設
等
保
険
の
自
己
負
担
分
の

な
い
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

▽
社
会
保
険
本
人
の
方

▽
老
人
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
者

※
な
お
、
受
給
者
証
の
届
い
て
い
な
い

方
、
受
給
者
証
の
交
付
申
請
を
し
て
い

な
い
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
医
療
係
へ
。

特
別
弔
慰
金

支
給
範
囲
広
が
る

特
別
弔
慰
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、

支
給
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

支
給
額
は
二
十
万
円
(
国
庫
債
券
に

よ
り
十
年
償
還
)
で
年
間
二
万
円
で
す
。

支
給
対
象
者

①
日
華
事
変
勃
発
(
昭
和
十
二
年
七
月

七
日
)
以
後
の
戦
没
者
等
の
遺
族
で
昭

和
五
十
年
四
月
一
日
現
在
、
恩
給
法
に

よ
る
公
務
扶
助
料
、
遺
族
授
護
法
に
よ

る
遺
族
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
方
が

い
な
い
遺
族

②
前
回
の
特
別
弔
慰
金
(
三
万
円
国
庫

價
劵
十
年
償
還
)
の
受
給
権
者
あ
る
い

は
、
そ
の
転
給
遺
族

③
太
平
洋
戦
争
(
昭
和
十
六
年
十
二
月
(

日
)
以
後
の
敬
没
者
等
の
遺
族
で
、

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
給
し

て
い
た
方
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
七

年
四
月
一
日
か
ら
、
昭
和
五
寸
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
失
権
し
て
し
ま

っ
た
方
の
遺
族

④
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

五
十
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
弔
慰
金

の
受
給
権
の
み
を
取
得
し
た
方

な
お
、
権
利
の
消
滅
時
効
は
昭
和
五

十
年
四
月
一
日
か
ら
三
年
間
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
援
護
課
へ
‘

青
年
文
化
教
室

■
話
し
方
教
室
(
中
級
)

定
員

四
十
名

期
間

九
月
十
(
日
(
木
)
～
十
月

二
十
(
日
(
火
)
‘

週
二
回

、
毎

週
火
・
木
曜
日
(
延
卜
二
日
間
)

■
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
科

定
員

四
十
名

期
間

'
九
月
十
(
日
(
木
)
?
十
月

二
十
(
日
(
火
)

週
二
回
、
毎

。週
火
・
木
曜
日
(
延
十
二
日
間
)

場
所

足
立
区
青
年
館
(
東
武
・
大
師

前
駅
下
車
)

時
間
午
後
六
時
四
十
五
分
?
(
時
四

十
五
分

受
講
料

無
料
(
た
だ
し
、
教
材
賢
は

実
費
負
担
と
な
り
ま
す
)

申
込
み

九
月
六
日
(
土
)
午
前
九
時

か
ら
受
付
け
ま
す
。
青
年
館
へ
竃
話
(

曾
(
九
〇
I
○
○
六
一
)
ま
た
は

直
接
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

バ

ス

ケ

ッ
ト

ボ

ー

ル

審

判

員
募

集

足
立
区
バ
ス
ヶ
'
ト
ポ
ー
ル
連
盟
で

は
、
審
判
員
を
求
め
て
い
ま
す
。
バ
ス

ケ
'
卜
に
興
味
や
意
欲
を
お
持
ち
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
足
立
区
バ
ス
ケ
y
ト
ボ
ー
ル

連
盟
事
務
局
(
酉
保
木
閲
一
一

一
五
-

二

皹
上
方

曾
(
八
三
一
(

二
二

九
)献

血
に

ご

協

力

を

<
九
月
の
献
血
日
程
>

五
日
(
金
)
異
本
小
学
校

上
二
日
(

金
)
東
加
平
小
学
校

十
七
日
(
水
)
第
二
庁
舎

二
十
日
(
土
)
竹
の
塚
駅
東
口

二
十
七
日
(
土
)
宮
城
第
三
団
地

三
十
日
(

火
)
北
千
住
駅
西
口

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
で
す
。

国
民
年
金
額

九
月
分
か
ら
増
額
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
、
拠
出
年

金
の
年
金
額
が
、
四
十
九
年
度
の
消
費

肴
物
価
の
上
昇
率
に
応
じ
て

、
ニ
ー
・
(
%

引
上
げ
ら
れ
、
左
の
衷
の
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
主
な
改
正
点
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
有
期
年
金
の
七
十
歳
失
権
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

▽
年
金
保
険
料
は
、
五
十
一
年
か
ら
一

か
月
一
、
四
〇
〇
円
に
な
り
ま
す

。

スラ イド さ れた年 金額( 9 月か ら)

( 注) 1. (  ) 内は 月額
2. 5 年年 金は10月 から156, 000円

■ 足立区から部落差別をなくしましょう ■ 軽自動車の検査をお忘れなく… … 9 月30日まで S・T　215, 000


